
こどもサポート広場minatos白楽店
公表日　2026年3月31日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

3 2

活動に乗り気になれない時にワクワクできる

ようにキャラクターなどの活動物を用意した

り、職員も一緒に取り組む形で関わったり

と、工夫をして楽しく取り組めるように考慮

して取り組んでいます。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。

5 0

希望休は早めに共有していて、予定が重なら

ないようにしている

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

3 2

・移動の動線を出来るだけ重ならないように

している

・目の前が道路ということもあり、飛び出し

や雨天での転倒に注意が必要かと思い、言葉

掛けや補助をしたりと配慮する場面がありま

す。時間帯によって駐輪スペースの確保が必

要なことがあり、迅速な対応をしているのを

見て私もスピーディーな対応を心がけようと

思いました。クレームなどが入っても誠実な

対応を心がけていきたいです。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
3 2

加湿器を設置して、身体の改善がありまし

た。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。

4 1

・1つ予備のお部屋を用意している

・限られた空間を最大限にいかしていると思

う。

・時間に合わせて、環境設定をしており、共

有して連携をしています。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。

5 0

・振り返りや支援のを話す時間を作っている

・思ったこと、より良い支援をするにはどう

したら良いか相談をして、その都度、共有し

ています。実践と改善の中に相談するを取り

入れて、即動けるようにしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
3 2

改善事項があれば、意識して取り組み、誠心

誠意で取り組んでいきたいです。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
3 2

業務中に不安な文面になってしまった時は、

上司に相談してその都度解決しています。
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9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
2 3

外部の方との繋がりは、訪問時や送迎有りの

利用者さんとの関わりがある為、振る舞いな

ど、礼儀場面など意識したいと思います。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。

4 1

研修を受けることができるのはありがたいで

す。その学びを活かして業務で実践していき

たいと思います。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

5 0

・支援内容を職員同士で意見交換をしてい

る。

・支援は、その子のニーズに合わせ、取り組

みを考えていますが、難しいお子さんには職

員間で意見交換をして取り組みがされていま

す。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

5 0

管理責任者の方のまとめた内容に沿って行い

つつ、疑問点があると相談してより具体的に

取り入れることができています。その時間を

作ってくださっているお二人に感謝していま

す。私も今後携わっていく時にも、参考にし

ながら、考えて行けたらと思います。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

5 0

お子さんとの関わり、保護者の方との関わ

り、総合してより良い関わりができたらと思

います。相性もあるかと思いますが、上手な

関わりをしている職員さんと相談しながらよ

り良い支援ができたらと思います。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 

5 0

・支援を組む際、指導員が過去の記録とあわ

せて最新の個別支援計画書を確認できるよう

にしています。そのため、計画書の内容に

沿った支援を立てやすい環境になっていま

す。

・支援内容の中でニーズに沿って行う際、

偏ってしまう時は他のニーズからも考えてみ

ることもあります。また、ニーズから活動を

やっていく中でより具体的にアプローチする

必要性が見られた際は共有し、より良い支援

に繋げて行けたらと思います。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。
2 3

お子さんの支援内容を考える際に、その都度

確認しています。前後の活動が被ってしまう

ことや記録が無い時はそれぞれ確認して行

なっています。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

5 0

保護者の方へ伝える前に、職員間で共有され

るため、それに伴った支援を考えています。

今後私も管理者としての業務が任された際

は、考える立場になりますが、考えるにあ

たっての手順やまとめ方など、上司に相談し

て良いところは継続しつつ、自分自身も取り

組めるように相談やアドバイスを伺いなが

ら、出来ることを増やしていきたいと思いま

す。
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17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

5 0

・日々の支援内容は担当の指導員が中心と

なって考えています。全員での検討ではない

ものの、指導員同士で相談したり、児発管や

管理者からアドバイスを受けたりしながら、

最終チェックを経て支援内容を決めていま

す。

・行事ではアイデアを出して、活動物を準備

して当日の行事では、利用者の方と楽しくそ

の活動に参加を促しています。また通常の支

援でも、保護者の方からのご相談に沿って、

活動を全体で共有されたものに取り組んだ

り、より良い支援ができるように共有や相談

をして支援に活かしています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

5 0

・過去の記録を読みながら活動内容を確認

し、支援が固定化しないよう意識していま

す。一方で、ねらいに応じてあえて支援を固

定化することもあり、その場合は期間や目的

を職員間で共有しながら進めています。

・内容がマンネリ化しないよう努力してい

る。

固定化されるとお子様が飽きてきてしまうた

め、楽しく取り組めるように工夫していま

す。収納スペースに限りがあったり、時間な

ども決まっているため、準備と片付けは極力

しやすいものを考えています。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

3 2

ニーズに合わせた支援を考えています。私の

考えていることとねらいの文面に若干のズレ

が生じることがあるため、その際は話を聞い

てまとめるのを上司の方にしていただきあり

がたく思っております。文面をまとめること

と、今後後から入って来た方たちにも、お話

を聞く時間を取りながら協力し合えたらと思

います。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

4 1

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

5 0

・終礼では、お子さんの活動の様子や特記事

項、ヒヤリとした場面、保護者様とのやり取

りなどを職員間で共有しています。

・ねらいに合わせてのその子の反応、危な

かったこと、出来たことを共有しています。

後から思い出した際は補足しています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。

5 0

支援を行った後に、記録に自分がどうしたら

いいか、その子の好きなものなどはメモに残

し、次回の支援に活かせるようにしていま

す。
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23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。

5 0

なかなかモニタリングは私が保護者の方とす

る機会が少ないですが、フィードバック時に

最近の様子や体調崩された後の活動日には保

護者の方とやりとりすることを意識していま

す。また日頃のフィードバックでも、聞く、

やり取りをするのは、親御さんとの信頼関係

にもつながるかと思い、積極的に聞いて行き

たいと思います。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

4 1

・児童発達支援管理責任者が必ず参加してい

ます。

・上司が参加しています。私はまだ参加した

ことがありませんが、日常の支援でもパッと

お子様の様子が出てくるほうが良いかと思い

ます。そのため、日頃からお子様一人一人の

記憶は意識していきたいと思います。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

4 1

学校、保育園にはお迎えで行くことがあるた

め、先生方との関わりがあります。その際も

より良い関わりができたらと思います。お子

様のその日のコンディションによって、行き

たくないと拒否したり、戻る時間に帰ること

が難しいとなることもあり、その前後のお子

さんの支援状況によっても対応に変化がある

かと思いますが、その際は先方に連絡をし

て、状況を把握していただき、1番はお子さん

の安全を最優先に考えています。訪問で伺う

こともあります。その際もどんな時も中立な

立場で、お子さんの様子を見れたらと思いま

す。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

5 0

・園・学校訪問時、保護者様を介して情報共

有がされています。

・活動内容によってはお子様への負担が大き

いものもあります。その為、出来るだけその

活動の要素を楽しめることとして捉えてもら

えるような支援を常に考えています。どんな

に大切なことでも、完全に拒絶をさせてし

まってはその子の為にならなくなってしまう

と私は考えているからです。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

4 1

・保護者様からご希望があった場合に限りま

す。

・保護者の方からの共有があって、同じ支援

内容で行う場面と、学校に連絡をして共有し

合うこともあります。上司のやり取りをする

場面でしか触れてはいませんが、どんな時も

中立で1番はお子様のためであることを忘れて

はいけないなと感じています。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

28
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30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。

1 4

事業所としてのお祭りイベントは大きくは難

しいですが、外部の事業所との合同イベント

は良いなと思いました。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。

5 0

常にお子様ファーストでありたいと思いま

す。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

1 4

褒めることが苦手な保護者の方もいるため、

褒めポイントを伝えることもあります。専門

機関への共有は、なかなかおすすめする機会

は少なく、職員間の共有が多いです。スキン

シップなどが減り、ふれあい遊びを提案する

と活動に乗り気になることもあるため、

フィードバックでお伝えすることもありま

す。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。

5 0

保護者の方から質問を頂いた際は、上司に相

談し、丁寧に対応させていただいてます。難

しい対応の際も丁重にお断りしつつ不快感の

ある伝え方にならないように気をつけていま

す。

31

1 4

待合室に相談のチラシを貼っており、相談が

あった際はご案内したいと思います。また、

日々の子育ての中でお困りごと、不安ごとが

ある際に、お子様は日々成長していること、

年齢や特性がまだはっきりと満たしていなく

て検査ができず不安を募らせている保護者の

方には、それを補う活動内容をしていて、そ

の中にお子様の成長を促すことがあることを

お伝えしている。
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36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

5 0

1番はお子様で、保護者の方の気持ちも大切だ

と思います。フィードバックでも、なぜこれ

が必要なのか、これを出来るようになってほ

しいのにこれが難しいとお話をいただいた際

に、職員間で共有、記録にメモを残し、支援

に繋げていけるようにしています。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。

5 0

上司がたてた支援内容を、他職員で読み、そ

の後最後に保護者の方への同意を求めます。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

5 0

支援の中で第三者だからこそ家族への気持ち

を伝えてくれることがあります。お子様の気

持ちに寄り添いながら、お子様の保護者への

気持ちをお伝えし、安心や成長を感じていた

だくことがあります。未就学児さんも放デイ

さんも、保護者様への想いを持ってる子が多

いです。また保護者の方もどこまで優しくし

たら良いのか迷いを感じている方もいるた

め、支援の中で保護者様の気持ちに寄り添う

こともあります。保護者様とは対話をその際

大事にしています。上手く伝えることができ

ないこともあるため、確認することもありま

す。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。 1 4

イベントとしては無いですが、待合室で同じ

時間に一緒に過ごされる為、配慮したりする

ことはあります。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。
5 0

相談はその場で上司に確認することや、いな

いタイミングで申し入れがあった際は、後日

共有してお伝えすることや、できることは早

急に対応しています。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。

4 1

週に1回ブログを更新しています。

ブログは担当の時に行っています。お子様か

ら反応が良かった活動物を紹介しています。

メールはその日のうちにお伝えすることが多

いです。支援を見ていないからこそ、お子様

の頑張ってたこと、取り組んだことが伝わる

ように文面も意識しています。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

5 0

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
5 0

配慮した関わりを新しい職員が来た際も引き

継いで取り組めて行けたらと思います。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。

1 4

役所関係で連絡をした際に、ミナトスのこと

を紹介していますよと言われたタイミングを

上司が周りに伝達していて、常に良いことを

更新して行けたら良いなと考えています。
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者

へ

の

説

明

等



45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

2 3

危険を回避するための危機管理は必須だと思

うので会議をした後に訓練をしました。避難

訓練もイレギュラーが起きた際に、確認する

こともありました。まだ実際に起きてはいま

せんが、冷静に対応していきたいです。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
2 3

危険を回避するための危機意識を持つことは

必須。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
4 1

てんかん発作については、体験時に確認して

います。熱性痙攣があるお子様のことは把握

しておき、対応していきたいと思います。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
1 4

・食事の提携はありませんが、アレルギー反

応のようなものが出たお子様がいるため、熱

を測ったり、体調をみたいと思います。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
2 3

環境設定を整えて、日々支援に入っていま

す。お子様によっては、共有して撤去して安

全に心がけています。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
3 2

危険をともなったときの身体拘束。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。

4 1

ヒヤリか迷う事案の際は、上司に確認して迷

う時間は極力減らしています。また、口答説

明も行うことで、違う視点なども得て気をつ

けています。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
5 0

虐待防止の研修を受けて職員間で共有した

り、支援中にこれはどう対応をしたら良いの

かを相談しています。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

5 0

入所時に保護者の方に確認をしたり、モニタ

リングの際に確認をしていると上司から教わ

りました。お子様との信頼関係を築きつつ、

保護者様にも信頼していただけるように、関

わっていきたいと思います。

非

常

時

等

の

対

応


